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３月の集まりにはホームスクーリングの研究をやっているという大学院生が参加され、いろいろ楽しい話ができました。彼女は中学のとき校則で禁止されている三つ編み（なんで禁止なん!?）で３年間を過ごしたそうです（すごいー！と親たちの感嘆の声）。覚えることより考えることの方が好きだったので学校はとても苦痛だった、無駄なことをいっぱい覚えないといけなかったという話もありました。

子どもの頃って、どこにも所属しないなんてこと考えられなかったし、そんなのとても不安だったに違いない。実際、学校や塾以外の選択肢を知らないまま、退屈だ、面白くない、なんて思いながらもそこを通らないと大人になれないと思い込み、ただ無為に時間を過ごしていた。今思えば。ああ、もったいない。と、話を聞きながら私はまたまた自分の若かりし頃を振り返っていたのでした。

この集まりでは毎回名言がいっぱい飛び出します。「けっきょく教師の片思い、ちゅうことやね」、「ポテトチップ10袋食べたいと言ったからそうさせた。そしたら子どもが自分で気づいた。食べ過ぎたら気持ち悪くなるということも、食事の前に食べたらご飯がまずくなるということも」。「中学受験のため子どもを塾通いさせている母親が、今子どもが死んだら私きっと後悔する、と言いながら受験生の母をやっている。それっていったい何･･･？」。

この日来られた院生から「研究会よりよっぽど面白かったし、楽しかったし、いっぱい考えた」というありがたい感想をいただきました。へっ？大学の研究会よりおもしろい？それじゃあ大学の研究会っていったい・・・。

それにしても1ヶ月会わないうちに子どもたちの変化の早いこと。ほんとにびっくりです。先月は自転車に補助輪がついていたのにもうなくなってる。親の知らないうちに学校の先生とメールでやり取りして復学の準備をしている。インターネットで息子にも碁の仲間ができたと思ってたら女の子だった。突然修学旅行に行くと言い出した。などなど。こうやっていろんな子どもたちの変化（成長）をみんなで共有できて喜べるのがとてもうれしい。自分の子を安心して見ている事ができます。みなさんありがとうございます。また来月はどんな話が聞けるのか楽しみです。

